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｜ 論判移速の紅史忘れない 三輪春奈記者., I 
飯 田市 5年 ｜

訓 lこは、 h豆油から211?x. ~：副首 a・..: 
としてわたりました。そして国が安〈、半

強制的に買った土地や家で、はじめのうち

は平和に暮らしていたといいます。

しかし、戦争が終わる直前の1945（昭和

?9）汗既~＇ ~＇ 目、 ． 満州にとなり合うソ連（当時），IJ}, 軍映が
突然、満州、｜に攻めてきました。そのとき、満州を守っ

てきた日本の関東軍は、満州の4分の3の地域を放棄
主主作界を立て、ソ連軍がやって来ないように橋や

捗道も壊し玄い？たまうですo.".' ". 
‘ぞうムた史に取り残された開拓国の人民主は、《持げ

るにも川を渡ったりしなければならずに大変な苦労を 1

しましたJ多くのノトが亡く去三たり、実？号と寺き別れ i
主し主っ兵りした子どもも大？？いて、戦争が終わった ！
後も長〈帰ることができない人もいました。 ｜ 

私は、こわいとか、悲しいとかを通りこした出来事 ！

を起こしてしま？照芳l;i：時計ιよくないと浮います。 i 
そのためにも、満州移民や開拓団のことを忘れずに、 ｜ 

しっかり託えておきたいと足います。 ｜ 
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信毎こども記者クラブは5月12目、下伊那郡阿智村にオー

プンしたばかりの「満蒙開拓平和記念館Jで、取材教室

r満蒙開拓の歴史」編を開きました。今から70年ほど前の
紙挙の蒔昭氏、ヰの国’昌蚕 ~t 自に白眼i がつくった「清嗣」と

いう固に長野県からも多くの人がわたって、大変な苦労を

しました。そうした歴史と、実際に14歳で満州にわたった

久保田錬さん（83)＝下伊那郡豊丘村＝から聞いた体験を、

こども犯者たちが力を合わせて伝えます。
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ことも鎚クラブのメンバーを鋭してい封．メンバベ掠ると.ii帥バッジと輸をプレゼント.r.こども前クラブ拍』と岳町、総帥量動ilnどしどしitiして〈ださいね．
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満蒙開拓の歴史を、記念館の展示を見ながら学んだよ

面Ji盛字人記‘看（向合泌 5年）
満州はぷの午菌のことです。戦￥の持”代、

日本の人民主が満州にftp：な！t，！＇.＼ ば京らなかっ
たのは、戦争のときに必要な食料を作るためで

もあったそうです。

（柑のt拘語くようlこ …ω 寸
飯田市 6年

l 山 14歳：t:.~ j~·i にわたった久保白さんは、議
｜州、｜では日本にいたときよりもおなかいっぱ

！いに長べられたそうです。しかし、 1945

i （昭和20）年8月15日｝，：日本が戦争に負りたと
｜きから、 f.. ~ しイこ春、や点、な暮らしは終わり
｜ました。日本に土地を奪われたりしたことへの反者か

ら中国の人びとが暴動を起こし、開拓団として満州、｜に

tわたった白本の人たちは昼間に道を歩くことも危険で ｜

で手守 iなってム止？たそう三す；t .,, , ,. I 
久保田さんの開拓国では、男の人たちは戦争に行き、 ｜ 

主に芸の父ゃ子どもたちが議されました。正恭が誠￥ ！

に負けたことを知って、 r .；.こ玄死やでも円ぷ」点いi
うことになって、全んなで良ら命主絶？「集団自決」 ｜

をしたのです。 73人という多くの人が亡くなって、そ ｜

のうち40人以上が宇どもだったそうです。 ！ 

現争の時代の日本l司「満州、11~f!.り問手〈の生沖えてあ又 i
て豊かになれるJと言って、満州に多くの開拓団を送 ｜
りました。でも、人が亡くなることは、土地がないこ ！

とよりも苦請です。本は、この悲前を語り誰ぎ、平和 ！

が続いていくようにしていきたいと思います。 i 
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久凸駿．瓦同記者（転送市 5年）

満州には長野県から3万3000人（都道府県別で
最多）がわたりました。ぼくは日本の関東軍が多

くの開拓団を置き去りにしてしまったことがひ

どいと思いました。

両瓦通1c.ι者（向守対 6年）

久保田さんから思い出すのもつらい体験を聞

かせていただきました。聞いているうちに背筋

がぞくぞくし、戦争はあってはならないという

ことが一番心に残りました。

吉川桃加記者（阿智村 5年）

記念館では、満州での暮らしをうつした映像

や、再現された満州の家を見ることができ、初 ~－
め支の人でもよく判、ります。満州、｜に行った人釧

の服もあって、びっくりしました。 要、；

~id 扇記者（向守対 5 年）
記念館の展示を見て、いろいろなことが分か

りました。記念館のノートにも「戦争は、やら

ないようにしたほうがいいと思いました」と書

きました。
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